
'
一

法
人
部

で
あ
る
ジ
グ
モ
ン
ド
・
サ
ッ
ト
マ
リ
ー
氏
を
演

奏
者
と
し
て
お
招
き
し
て
、
十
一
月
二
十
四
日

新
島
記
念
講
堂
で
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
た
。
ジ
グ
モ
ン
ド
・
サ
ッ
ト
マ
リ

1
氏
は
、
現
在
ハ
ン
ブ
ル
ク
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
演
奏
家
と
し
て
世
界
各

国
で
精
力
的
に
活
動
し
、
絶
大
な
人
気
を
博
し

て
い
る
。
同
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
 
J
 
・
 
S

ノ

ツ
ハ
の
「
パ
ッ
サ
カ
リ
ア
と
フ
ー
ガ
ハ
短
調

、

ゆ
三
器
N
」
、
 
F
 
・
り
ス
ト
の
「
バ
ッ
ハ
の
名

ノ

に
ょ
る
前
奏
曲
と
フ
ー
ガ
」
等
九
曲
の
演
奏
に
、

八
百
六
十
五
人
の
聴
衆
は
酔
い
し
れ
た

第
二
十
三
回
東
京
新
島
講
座

十
一
月
十
六
日
、
第
二
十
三
回
東
京
新
島
講

座
公
開
講
演
会
が
伺
志
社
大
学
東
京
ア
カ
デ
ミ

ー
で
開
催
さ
れ
た
今
回
は
伊
多
波
良
雄
大
学

経
済
学
部
教
授
と
藤
原
秀
夫
大
学
商
学
部
教
授

が
そ
れ
ぞ
れ
「
地
方
分
権
時
代
に
向
け
た
地
方

財
政
改
革
」
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
の
現
状

と
未
来
」
の
演
題
で
講
演
、
約
百
人
が
参
加
し

ナ

ノ

第
二
十
八
回
新
座

(
バ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
)

ド
イ
ツ
国
立
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
音
楽
大
学
教
授

二
0
0
二
年
秋
の
叙

大
学
名
誉
教
授
原
正
氏
が
勲
等
瑞
宝
章
を

受
章
さ
れ
十
月
七
日
皇
居
で
仏
達
式
が
行

わ
れ
た
ま
た
、
大
学
名
誉
教
授
西
村
豁
通
氏

が
勲
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
、
十
月
八
日

国
立
劇
場
大
劇
場
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
た

創
立
記
念
行
事

リ
ユ
ニ
オ
ン

士
月
三
日
(
旦
士
一
時
お
同
志
社
新
島
会
館

創
立
記
念
礼
拝

士
旦
〒
四
Π
(
旦
十
時
於
同
志
社
栄
光
館

早
天
祈
祷
会

一
卯

十
一
月
二
十
九
日
(
金
)
七
時

於
若
王
子
山
頂

創
立
百
二
十
七
周
年
記
念
式

十
一
月
二
十
九
日
(
金
)
九
時

於
大
学
神
学
館
礼
拝
堂

第
九
回
外
国
人
教
懇
談
会

十
二
月
十
日
に
第
九
回
外
国

人
教
員
懇
談
会
が
京
都
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
本
懇
談

会
は
国
際
主
義
教
育
委
員
会
主
催

で
例
年
こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
、

今
回
は
約
六
十
人
が
参
加
し
て
懇

談
し
た
。
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大
学

●
文
学
研
究
科
が
産
業
関
係
学
専
攻

(
修
士
課
程
)
を
開

二
0
0
三
年
四
月
、
大
学
院
文
学
研
究
科
に

「
産
業
関
係
学
専
攻
」
(
修
士
課
程
)
が
誕
生
す

る
。
「
産
業
関
係
学
」
と
は
、
激
動
す
る
雇
用

お
よ
ぴ
労
働
に
関
す
る
社
会
事
情
を
研
究
す
る

社
会
科
学
の
一
領
域
で
日
本
で
は
同
志
社
大

学
が
全
国
に
先
が
け
て
一
九
六
六
年
に
文
学
部

に
開
設
し
た
。
こ
の
た
ぴ
大
学
院
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
日
本
で
は
数
少
な
い
独
立
し
た
学
問

領
域
と
し
て
研
究
を
す
す
め
、
複
雑
化
す
る
日

本
や
世
界
の
雇
用
・
労
働
問
題
を
解
決
で
き
る

研
究
者
の
育
成
を
め
ざ
す
。

政
策
学
部
を
新
設
、
工
学
部
二
学
科
を
増
設

0
四
年
四
月
、
七
つ
目
の
新
し
い
学
部

と
し
て
「
政
策
学
部
」
を
開
設
す
る
こ
と
に
な

た
こ
の
学
部
は
徹
底
し
た
基
礎
教
育
と
確

実
な
個
別
演
習
指
導
に
政
策
研
究
科
同
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
に
ょ
り
、
自
ら
問
題
を
発
見
で

き
る
能
力
、
問
題
解
決
に
役
立
つ
基
礎
能
力
を

着
実
に
身
に
つ
け
、
卒
業
後
公
共
的
性
格
を

持
っ
た
組
織
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
活
躍
で
き
る
人
材
、
民
問
企
業
で
問
題
解

決
や
経
営
戦
略
の
策
定
を
扣
え
る
人
材
を
育
成

す
る
入
学
定
員
は
四
百
人
で
、
昼
夜
開
講
制

を
と
る
四
年
問
を
通
し
て
今
出
川
キ
ャ
ン
パ

ス
で
学
ぶ
こ
と
も
特
色

工
学
部
に
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学

科
、
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
の
二
学
科
を
増
設
。

ト
、

情
報
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
科
は
、
コ
ン
ピ
ユ

ー
タ
を
強
力
な
ツ
ー
ル
と
し
て
使
い
こ
な
す
能

力
を
有
す
る
と
同
時
に
、
生
活
、
ビ
、
シ
ネ
ス
、

そ
し
て
生
産
の
各
分
野
で
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト

を
提
案
し
、
広
く
展
開
で
き
る
シ
ス
テ
ム
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
し
て
の
素
養
を
も
つ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の

養
成
を
目
的
と
す
る
。
入
学
定
員
は
百
人
。
ま

た
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
は
、
地
球
環
境
シ
ス
テ

ム
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
て
多
様
な
環
境

問
題
に
対
処
で
き
る
技
術
者
と
、
人
間
環
境
に

関
連
す
る
科
学
の
基
本
を
理
解
し
て
ょ
り
良
い

人
問
生
活
の
環
境
設
計
に
携
わ
る
人
材
の
育
成

を
め
ざ
す
入
学
定
員
は
五
十
人
。

教
員
ラ
ウ
ン
ジ
棟
(
交
隣
館
)
起
工
式

九
月
二
十
四
日
、
一
示
田
辺
校
地
正
門
南
側
で
、

教
員
ラ
ウ
ン
ジ
棟
ア
父
隣
館
)
の
起
工
式
が
行

わ
れ
た
。
京
田
辺
校
地
で
授
業
を
行
う
教
員
の

講
師
控
室
と
、
相
淡
に
訪
れ
る
学
生
と
教
員
が

一

交
流
で
き
る
ロ
ビ
ー
な
ど
を
備
え
て
お
り
、

0
0
三
年
四
月
末
完
成
を
め
ざ
し
て
い
る

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
に
日
本
庭
園

「
友
志
」
完
成

一

.

゛

O
o
m
工
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の
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刀
m
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0
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新
島
襄
が
学
ん
だ
ア
メ
リ
カ
の
ア
ー
モ
ス
ト

大
学
が
、
世
紀
を
超
え
る
同
志
社
と
の
交
流

を
尋
一
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
日
本
庭
園
を

造
園
し
た
同
志
社
ア
ー
モ
ス
ト
館
の
関
係
者

を
中
心
に
同
志
社
側
も
費
用
の
一
部
を
負
扣
、

九
月
二
十
三
日
に
開
園
式
が
行
わ
れ
た
あ
わ

、

'

91

!与
.、={

.

"0

・^

、'11

'

゛

り

.'

^

、寓一,

E、,

、.

.゛

^〆ー'f
ニ'、:

.ー

、ノ

.、、

'".,ー

、,

『具



せ
て
、
八
田
英
大
学
長
に
名
誉
文
化
博
士
の

学
位
が
授
与
さ
れ
た

女
子
大
学

同
志
社
女
子
大
学
地
区
別
談
会

同
志
社
女
子
大
学
の
教
育
方
針
や
取
り
組
み

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
卒
業
生
と
栄
光

会
会
員
と
の
関
係
を
強
め
る
た
め
、
同
志
社
女

子
大
学
主
催
同
志
社
女
子
大
学
栄
光
会
・
同

志
社
女
子
大
学
く
ヨ
Φ
友
の
会
(
※
)
の
協
賛

に
ょ
る
懇
談
会
を
全
国
各
地
で
企
画
。
初
年
度

で
あ
る
二
0
0
 
年
度
は
三
会
場
(
六
月
八

日
/
岡
山
、
七
月
六
日
/
小
倉
十
三
日
/
名

古
屋
)
で
開
催
し
た
。
学
長
に
ょ
る
講
演
の
後

卒
業
生
・
く
ヨ
Φ
友
の
会
お
よ
ぴ
栄
光
会
会
員

と
の
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
各
会
場
十
五
S
五

十
五
人
の
来
場
が
あ
り
、
有
意
義
な
会
と
な
っ

ナ※
同
志
社
女
子
大
学
広
葬
一
「
く
三
企
を
講

読
す
る
卒
業
生
の
集
い
と
し
て
二
0
0
 
一
年
四

月
に
発
足
。
さ
ら
に
二
0
0
二
年
四
月
よ
り
、

大
学
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
卒
業
生
十
九
人
が
役
員

(
世
話
人
)
と
な
り
、
「
祠
志
社
女
子
大
学
と
卒

新
聞
大
阪
本
社
の
共
催
に
ょ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
、
九
月
十
日
新
島
記
今
趣
呈
で
開
催
さ

れ
た
安
江
明
夫
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
館

長
の
開
館
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
始
ま
り
、

河
合
隼
雄
文
化
庁
長
官
に
ょ
る
「
読
書
の
楽
し

み
」
と
題
し
た
講
演
、
ま
た
そ
の
後
同
志
社

大
学
渡
辺
武
達
教
授
を
進
行
役
に
、
作
家
の
荒

俣
宏
氏
一
局
村
薫
氏
国
際
日
本
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
の
川
勝
平
太
教
授
を
交
え
て
の
「
こ
と

ぱ
の
力
情
報
の
生
か
し
方
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
た
約
八
百
人
の

聴
衆
は
目
前
に
迫
っ
た
開
館
へ
の
期
待
を
胸

に
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た

同
志
社
女
子
大
学
・
城
町
歴
史
文
学

ま
つ
り
/
ホ
ス
ビ
タ
リ
テ
ィ
体
実
習

九
月
一
十
八
日
、
二
十
九
日
、
兵
庫
県
立
城

崎
大
会
議
館
ほ
か
で
開
催
城
崎
町
と
の
共
催

が
四
年
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
文
部
科
学
省
推

進
の
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
支
援
事
業

に
選
定
さ
れ
、
文
部
科
学
省
委
託
事
業
「
大
学

と
地
域
の
連
携
を
考
え
る
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
ま
た
、
記
念
講
演
、
短
歌
コ
ン
ク
ー

「
城
崎
百
人
一
芦
の
表
彰
式
、
記
念
コ
ン

ルサ
ー
ト
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
盛

況
の
う
ち
に
終
了
し
た

業
生
の
紳
を
強
め
、
会
員
の
自
己
啓
発
を
高
め

る
と
と
も
に
、
同
志
社
女
子
大
学
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
、
組
織
と
し
て
の
活

動
を
開
始
し
た
。
な
お
、
ト
一
月
二
日
に
開
催

し
た
初
の
総
会
で
「
く
ヨ
Φ
友
の
会
」
か
ら

「
く
ヨ
Φ
の
会
一
へ
の
名
称
変
更
が
承
認
さ
れ
た
。

読
売
け
い
は
ん
な
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム

1
文
化
創
造
力
が
ひ
ら
く
可
能

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
の
開
館
を
記
念

し
、
同
志
社
女
子
大
学
・
同
志
社
大
学
・
読
売

牙

同志社女子大学地醐悔談会

21世紀の大学教育につぃて講演する女子大学長(岡山会場)



十
九
日
に
は
昨
年
に
引

ま
た
、
十

S

き
続
き
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
り
組
み
で
あ

る
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
体
験
実
習
」
を
実
施
。

在
学
生
四
十
四
人
が
参
加
し
、
城
崎
温
泉
の
老

舗
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
の
現
場
研
修
を
通
し
て

「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
の
精
神
を
学
ん
だ
。

リ
カ
レ
ン
ト
学
習
講
座
「
Z
Φ
仁
『
0
6
仁
ず
Φ

》
『
一
即
↓
Φ
今
コ
0
-
0
心
イ
乏
0
『
欠
m
=
0
Ξ

九
乃
二
十
八
日
か
ら
毎
週
土
曜
日
、
全
四
日

問
で
ニ
ユ
ー
ロ
キ
ユ
ー
ブ
(
脳
や
中
枢
神
経
を

イ
メ
ー
、
シ
し
た
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
シ
ス
テ
ム
)
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。

テ
ー
マ
は
「
ア
ー
ト
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
融

合
」
。
同
志
社
女
子
大
学
森
公
一
教
授
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
椿
昇
氏
(
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
)
、
勝
田
哲
司
氏
(
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ

ア
&
テ
ク
ニ
カ
ル
ラ
イ
タ
ー
)
、
菊
池
日
出
男

氏
(
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
)
を
講
師
に
迎
え

て
行
っ
た
。
受
講
生
に
も
「
新
し
い
体
験
が
で

き
楽
し
め
た
」
と
大
変
好
評
で
あ
っ
た

同
志
社
女
子
大
学
卒
業
生
の
集
い
二
0
0
二

同
志
社
女
了
大
学
と
同
志
社
女
子
大
学

く
ヨ
Φ
友
の
会
の
共
催
に
ょ
る
卒
業
生
の
集
い

を
卜
一
河
一
Π
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

し
た
当
日
は
栄
光
館
フ
ァ
ウ
ラ
ー
チ
ャ
ペ
ル

O
o
m
工
一
Φ
工
》
刀
m
勺
0
刀
↓
 
3

で
の
厳
か
な
礼
拝
に
始
ま
り
、
「
く
ヨ
Φ
友
の
台

総
会
・
同
志
社
女
十
大
学
朧
谷
壽
教
授
に
ょ
る

「
王
朝
時
代
の
京
都
」
と
題
し
た
講
演
会
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
後
引
き
続
き
、
新
し
く
な
っ
た

ジ
エ
ー
ム
ズ
館
で
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
を

開
催
。
約
三
百
五
十
人
の
卒
業
生
が
厩
校
に
集

旧
友
と
の
再
会
を
楽
し
ん
だ
。

、
、

し

シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ヨ
ン
公
演

一
辻
の
ミ
の
「
6
辻
即
ミ
 
0
、
ぐ
Φ
鄭
、
δ
Φ

学
芸
学
部
英
語
英
文
学
科
、
四
年
次
の
二

年
問
に
わ
た
り
シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
を
研

究
し
、
四
年
次
の
秋
に
は
英
語
に
ょ
る
上
演
を

行
う
。
企
画
か
ら
衣
装
、
舞
台
装
置
、
照
明
、

演
出
、
キ
ャ
ス
ト
等
す
べ
て
学
生
の
手
に
ょ
っ

て
行
わ
れ
、
第
五
十
二
回
目
を
迎
え
る
今
年
度

は
、
十
一
月
十
五
日
、
十
六
日
、
新
島
■
念
講

堂
で
↓
辻
Φ
ミ
Φ
§
山
ミ
 
0
、
く
Φ
ヨ
.
δ
の
ヴ
エ

ニ
ス
の
商
人
)
を
上
演
学
内
外
か
ら
日

問
で
千
人
を
超
す
観
客
が
来
場
し
、
公
演
は
成

功
を
収
め
た

音
楽
学
科
定
期
演
奏
会

十
二
月
十
四
日
、
京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

で
第
三
十
二
回
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
た
。
出

演
は
音
楽
学
科
合
唱
団
と
管
弦
楽
団
で
尾
形

敏
幸
「
光
の
生
驫
」
よ
り
二
曲
三
善
晃
「
木

高
等
学
校

交
換
留
学
・
ウ
エ
ス
リ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
の

と
と
も
に
人
と
と
も
に
」
他
三
曲
 
A
 
・
ド

ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
交
粋
曲
第
8
番
卜
長
調
、

M
 
・
一
フ
ヴ
エ
ル
「
ダ
フ
ニ
ス
と
ク
ロ
エ
」
第
2

組
曲
が
演
奏
さ
れ
、
大
勢
の
聴
衆
か
ら
賞
賛
を

浴
ぴ
た

「
S
E
1
T
0
 
百
人
一
首
」
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル

日
本
国
内
お
よ
ぴ
世
界
の
高
校
生
を
対
象
と

し
た
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
を
、
日
本
語
日
本
文
学

科
が
初
め
て
実
施
し
た
六
S
十
一
月
に
か
け

て
、
日
々
の
生
活
の
中
で
の
感
動
、
想
い
、
生

活
咸
鴬
筧
な
ど
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

予
想
を
上
回
る
八
千
四
百
二
十
首
(
う
ち
、
英

語
短
歌
四
百
卜
七
首
)
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ

そ
の
中
か
ら
、
入
選
 
0
0
首
を
選
ぴ
「
S
E

1
T
0
百
人
首
」
と
し
て
十
二
月
二
十
五
日

に
発
表
同
志
社
女
子
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
紹
介
や
、
入
選
作
品
を
ま
と
め
た
冊
子
も
作

成
し
た
ま
た
、
今
回
多
数
の
応
募
が
あ
り
、

優
れ
た
人
選
作
の
あ
っ
倫
等
学
校
(
十
八
雌

こ
は
、
立
子
校
特
別
賞
」
を
贈
呈
し
た
。

ι
ι



生
徒
、
メ
ル
ボ
ル
ン
よ
り
来
校

九
月
十
四
日
S
十
月
七
日

生
徒
九
人
(
女
子
六
人
・
男
子
三
人
)

付
添
デ
ニ
ス
・
フ
リ
ー
マ
ン
先
生

岩
祭

体
育
祭

ク
ラ
ス
年
生
)

ク
ラ
ス
ニ
年
生
)

演
劇
祭
全
斥
生
)

九
月
二
十
六
日

ク
ラ
ブ
発
表

九
月
二
十
八
日

ク
ラ
ブ
発
表

九
月
二
十
九
日

九
月
三
十
日

香
里
中
高

同
志
社
中
学
校
進
学
説
朋
会
(
保
者
対
)

十
月
十
九
日

他
中
学
校
入
試
説
明
会
(
保
者
・
受
験
生

対
)

人
権
学
習

年
生
講
演
を
聞
い
た
後

ア
ジ
ア
と
日
本
の
私
た
ち
」

木
場
紗
綾
氏
(
同
志
社
大
学
大
学
院
生

働
く
こ
と
・
生
き
る
こ
と
」

壁
谷
俊
則
氏
(
前
エ
イ
テ
ッ
ク
関
西
事
務
局
長
)

聴
覚
言
語
障
害
者
の
現
状
と
課
題
」

三
ツ
矢
直
子
氏

(
京
都
市
聴
覚
口
語
障
害
セ
ン
タ
ー
職
員
)

年
生
映
画
「
カ
ン
ダ
ハ
ー
ル
」
を
鑑
賞
し
、

感
想
文
提
出
。

年
生
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
日
本
に
来
て
い
る

留
学
生
を
各
ク
ラ
ス
ニ
人
ず
つ
招
い
て
講
演

し
て
も
ら
い
、
交
流
の
後
、
感
想
文
提
出
。

宗
教
週
間

十
一
月
五
日
S
九
日

「
壁
を
取
り
除
く
」大

澤
宣
氏
(
紫
野
教
会
牧
師
)

「
涙
の
ち
晴
れ
」

横
山
順
一
氏
王
佐
教
会
牧
師
)

「
ぽ
く
を
探
し
に
」

十
月
一
十
六
日

十
月
一
十
九
日

感
想
文
提
出
。

新
井
純
氏
(
十
日
町
教
会
牧
師
)

「
な
ぜ
人
を
殺
し
て
は
い
け
な
い
の
で
す
か
」

ヒ
ユ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏
(
西
播
磨
教
会
牧
師
)

「
大
切
な
も
の
」

大
澤
一
氏
(
紫
野
教
会
牧
師
)

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

年
生

十
一
月
十
日

二
年
生

十
一
月
十
日

家
庭
ク
リ
ス
マ
ス

十
二
月
十
四
日

止
揚
学
訪
問

十
肩
十
八
日

教
員
七
人
生
徒
十
八
人
参
加

一
"

学
祭
(
文
化
祭
・
バ
ザ
ー
)
九
月
二
十
八
日

登
校
し
て
み
る
と
発
表
内
容
を
示
す
ポ
ス
タ

ー
な
ど
が
風
雨
で
無
残
に
も
ズ
タ
ズ
タ
に
な
っ

て
い
た
生
徒
・
父
母
・
教
職
員
の
気
分
も
沈

ん
で
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
後
天
気
も
回
復
し

来
校
者
も
増
え
、
バ
ザ
ー
入
口
に
は
行
列
が
で

き
、
中
庭
の
ス
テ
ー
ジ
や
模
擬
店
も
賑
い
活
況

を
呈
し
て
き
た
。
お
茶
席
も
屋
内
か
ら
野
点
に

な
っ
た
。
香
真
館
で
は
中
学
一
年
生
が
活
躍
し
、

展
不
教
室
で
は
生
物
部
が
秀
逸
で
あ
っ
た
自

体育祭



作
の
映
画
上
映
も
多
く
、
質
量
と
も
に
充
実
し

た
内
容
で
あ
っ
た
。

中
学
二
年
函
館
修
学
旅
行

十
月
二
十
七
日
S
三
十
日

「
新
島
襄
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
も
と
に
咋
年
ま
で
は
会
津
若
松
・
日

光
へ
行
っ
て
い
た
が
、
今
年
は
「
新
島
襄
海
外

本
校
で
は
中
学
校
で
初
め
て
飛
行
機
を
使
用
し

た
が
、
旅
行
中
病
人
、
ケ
ガ
人
も
な
く
何
よ
り

だ
つ
た校

二
年
ハ
ワ
イ
修
学
旅
行

十
月
二
十
八
日
S
十
一
月
二
日

昨
年
は
テ
ロ
の
影
粋
で
ハ
ワ
イ
行
き
が
中
止

に
な
っ
た
の
で
、
今
回
が
四
度
目
。
過
去
度

を
ふ
ま
え
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
小
ノ
し
変
吏
を
加
え

た
コ
ー
ス
別
活
動
で
ク
ア
ロ
牧
場
で
の
乗
馬

体
験
シ
ー
ラ
イ
フ
パ
ー
ク
で
イ
ル
カ
と
の
遊

泳
、
ハ
ナ
ウ
マ
湾
の
見
学
が
加
わ
っ
た
従
来

行
っ
て
い
た
ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館
も
も
ち
ろ
ん
訪

問
し
、
「
え
ひ
め
丸
」
遭
難
碑
前
で
集
会
を
行

つ
た
思
わ
ぬ
事
故
で
同
世
代
の
人
々
が
亡
く

な
っ
た
こ
と
に
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
よ
う
で

あ
つ
た
。

到
着
す
る
ま
で
は
ハ
ワ
イ
は
「
夢
の
楽
園
」

、ノ

と
イ
メ
ー
ジ
し
、
実
際
見
え
る
風
景
も
そ
う
で

あ
っ
た
が
、
戦
争
の
悲
劇
を
伝
え
る
所
が
多
い

こ
と
を
再
認
識
し
た
。
ま
た
、
十
二
月
七
日
は

ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
「
不
名
誉
な
日
」
と
い

う
考
え
な
の
で
、
「
周
囲
の
我
々
に
注
が
れ
る

目
を
強
く
意
識
し
た
」
と
感
じ
た
生
徒
も
い
た
。

大
同
窓
会

十
一
月
二
日

参
加
者
目
標
が
千
人
、
最
寄
り
駅
か
ら
送

渡
航
乗
船
之
碑
」
を
訪
ね
た
。
四
月
か
ら
り
べ

ル
タ
ス
璽
口
的
な
学
習
)
の
時
問
を
使
っ
て
、

各
自
が
選
ん
だ
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
べ
、
ク
ラ

ス
こ
と
に
立
派
な
冊
子
が
出
来
上
が
っ
た
。
旅

行
後
生
徒
は
、
「
寒
か
っ
た
け
ど
函
館
の
夜
景

は
美
し
か
っ
た
」
「
有
珠
山
、
大
沼
な
ど
に
は

自
然
が
多
く
残
っ
て
い
た
」
と
の
感
想
。
バ
タ

ー
を
作
っ
た
り
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
木
工
な

ど
手
作
り
も
貴
重
な
体
験
の
よ
う
で
あ
っ
た

迎
バ
ス
も
出
る
ほ
ど
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
日
の
目
玉
は
「
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
時

代
と
起
業
家
精
神
」
と
い
う
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ツ
シ
ョ
ン
。
パ
ネ
ラ
ー
に
T
S
U
T
A
Y
A
社

長
の
増
田
宗
昭
氏
楽
天
峡
会
長
兼
社
長
の
三

木
谷
浩
史
氏
有
線
ブ
ロ
ー
ド
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク

ス
社
長
の
宇
野
康
秀
氏
を
招
い
た
。
約
一
時
間

の
予
定
が
十
分
以
上
延
長
し
た
。
中
庭
で
の

模
擬
店
、
教
室
で
の
ク
ラ
ブ
や
ク
ラ
ス
の
会
、

ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
と
続
き
十
七
時
を
過
ぎ
て

も
終
わ
ら
な
か
っ
た
盛
会
で
来
年
も
開
催
す

る
こ
と
と
な
つ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会

高
校
十
一
月
士

一
日
、
中
学
十
三
日

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

十
二
月
十
三
日

お
話
と
マ
リ
ン
バ
演
奏

ク
リ
ス
マ
ス
祝
会

十
二
月
三
日
匝
域
の
人
々
を
招
い
て
の
会
)

十
二
月
十
三
日
(
中
学
校
の
生
徒
の
会
)

P
T
A
の
活
動

私
学
助
成
推
進
運
動
(
街
頭
署
名
活
動
他
)

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
(
恒
例
と
な
っ
た

寝
屋
川
六
中
校
区
五
校
香
里
再
七
人
参
加
)

入
試
説
明
会

学
校
内
外
で
数
十
回
実
施

O
o
m
工
一
m
l
>
コ
m
で
0
召

95



女
子
中
高

九
月
七
日
、
八
日

修
養
会

同
志
社
ぴ
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
中

学
年
生
か
ら
高
校
三
年
生
の
修
養
会
が
行
わ

れ
た
中
学
生
は
「
友
情
と
親
の
愛
」
を
テ
ー

マ
に
、
同
志
社
教
会
の
上
内
鏡
子
副
牧
師
を
講

師
に
迎
え
、
先
生
の
発
題
を
も
と
に
、
親
子
関

係
を
口
ー
ル
プ
レ
イ
で
考
え
た
。
一
局
校
生
は

自
分
探
し
の
旅
」
を
テ
ー
マ
に
同
志
社
大
学

神
学
部
嘱
託
講
師
の
金
纓
牧
師
を
講
師
に
迎

え
、
人
生
と
旅
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た十

月
二
日

体
育
祭

雨
天
の
た
め
、
日
順
延
で
実
施
さ
れ
た
。

幸
い
好
天
に
恵
ま
れ
、
徒
競
走
綱
引
き
、
仮

装
競
演
、
応
援
合
戦
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
最
後
の
ク

ラ
ス
対
抗
り
レ
ー
に
至
る
ま
で
、
活
力
あ
る
展

開
が
な
さ
れ
た
。

十
月
三
日
S
五
日

文
化
祭

「
口
0
コ
、
一
ヨ
ヨ
欠
、
一
Φ
Φ
一
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

開
催
さ
れ
た
。
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
熱
唱
し
、

中
学
一
年
生
は
通
路
に
バ
ー
ド
・
カ
ー
ヴ
ィ
ン

グ
を
飾
り
、
中
学
一
年
・
三
年
生
は
ク
ラ
ス
こ

と
の
展
示
、
高
校
生
は
文
化
系
ク
ラ
ブ
の
発
表
、

有
志
に
ょ
る
展
示
、
演
奏
等
様
々
な
分
野
で
活

発
な
活
動
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
五
日
に
は
並
行

し
て
、
女
子
部
の
バ
ザ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

十
一
月
十
四
日

収
穫
感
謝
礼
拝

ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
聖
歌
隊
の
合
唱
に
ょ

ハ

る
賛
美
礼
拝
を
持
ち
、
十
五
日
に
は
、
収
穫
物

を
持
ち
寄
り
、
感
謝
の
礼
拝
、
午
後
に
、
寄
せ

ら
れ
た
収
穫
物
と
献
金
を
持
っ
て
養
護
施
設

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
を
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
で
交
流
の
時
を
持
っ
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
ペ
ー
ジ
エ
ン
ト
十
二
月
十
七
日

、

体
育
祭

国
際
中
高

N

午
前
の
部
は
生
徒
・
教
職
員
で
、
午
後
の
部

は
京
都
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
西
陣
児
童
館
の

方
々
を
招
き
、
一
般
の
方
々
と
共
に
ク
リ
ス
マ

ス
礼
拝
を
ま
も
っ
た
。
生
徒
、
教
職
員
、
礼
拝

に
参
加
し
た
一
般
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
献

金
は
、
全
国
の
福
祉
関
係
施
設
、
事
業
所
に
送

ら
れ
た
。

0
,

ψ

丸
へ
、

詞

内」

ノ、、

、'

金纓牧師の話を聞く生徒たち

国際中学校体育祭
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中
学
校

九
円
十
五
Π

県
寸
学
校

九
同
十
四
Π

好
犬
に
忠
ま
れ
、
生
徒
た
ち
の
向
主
的
な
運

営
に
ょ
り
、
楽
し
い
一
臼
を
過
こ
し
た
。
伝
統

と
な
り
つ
つ
ぁ
る
「
応
援
合
戦
」
も
趣
向
を
凝

ら
し
、
学
年
を
超
え
た
、
す
ぱ
ら
し
い
ま
と
ま

り
を
見
せ
て
く
れ
た
。

文
化
祭

^
^
^
^
H
S
 
^
^
H

中
学
三
年
生
、
」
寝
午
生
に
ょ
る
舞
台
発

尖
、
ク
ラ
ス
展
尓
や
、
一
附
部
、
吹
奏
楽
部
、

ン
ド
、
ダ
ン
ス
部
な
ど
の
上
演
、
と
盛
り
だ

凡ノく
さ
ん
の
催
し
が
行
わ
れ
た
父
以
の
会
主
催

の
バ
ザ
ー
も
繞
の
う
ち
に
行
わ
れ
、
允
火
し

た
学
樹
祭
で
あ
っ
た

中
学
三
年
生
体
験
学
習

O
o
m
工
一
仂
工
》
刀
m
で
0
コ
↓

権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
ψ
両
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
映
画
「
遥

力
な
る
叩
子
倒
」
・
「
太
陽
は
僕
の
唖
」
の
上
映
、

洲
演
会
口
々
の
礼
拝
な
ど
で
、
多
く
の
こ
と

を
学
ん
だ

校
外
学
習

一
一
月
卜
凶
日

札
米
朝
門
に
よ
る
「
占
典
鰯
叩
を
鑑
賞

し
た
目
常
的
に
は
な
じ
み
の
な
い
、
〒
Π
典

、し

落
附
の
佃
Π
さ
を
学
ん
だ

十
二
月
高
等
学
校
入
学
試一

月
九
日
、
十
日

木
校
・
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
・
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル

ス
・
ロ
ン
ド
ン
・
シ
ン
ガ
ホ
ー
ル
で
、
二
0
0

圷
響
写
学
校
人
学
試
験
(
帰
国
生
従
対
象
)

が
実
施
さ
れ
た

富
U
県
氷
見
・
島
尾
海
伴
で
、
地
引
網
、
キ

ヤ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
大
敷
き
網
漁
を
体
験
、

見
学
し
た
 
U
型
活
か
ら
蹴
れ
て
、
楽
し
み

つ
つ
貴
重
な
体
験
を
し
た

人
権
強
調
月
間

剣
卜
五
日

今
午
度
は
、
柴
[
者
差
別
に
つ
い
て
寺
え
る
、

「
人
椛
強
剥
過
開
」
と
「
秋
耒
求
教
週
岡
」
「
読

"
過
開
」
を
通
し
て
、
広
く
人
闇
の
噂
厳
、
人

行
芋
風
脚
浦
中
田
極
と
の
交
流
会

全
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
十
月
卜
九
目

宗
教
人
権
週
間

一
村
五
日
S
八
日

チ
ャ
ヘ
ル
で
の
学
年
礼
拝

「
人
は
み
な
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
」

ヒ
ユ
ー
・
、
フ
ラ
ウ
ン
(
四
播
磨
教
会
牧
師
)

「
あ
な
た
は
探
し
求
め
ら
れ
て
い
る
」

森
田
再
之
(
い
ず
み
教
会
牧
師
)

死
ん
で
咲
く
花
実
も
あ
る
」

横
山
順
(
士
佐
教
会
牧
師
)

本
両
徳
館
で
一
、
一
作
生
合
同
礼
拝

「
お
隣
さ
ん
の
外
国
人
」

金
要
f
 
(
京
都
市
国
際
交
流
会
館
)

一
、
年
生
合
詞
礼
拝

「
田
際
化
時
代
の
民
際
」

金
範
重
(
在
日
本
朝
鮮
留
学
生
同
盟
)

ニ
、
年
生
合
同
礼
拝

「
十
"
前
と
今
の
K
O
R
E
A
N
の
わ
た
し
」

郭

愛
里
(
同
志
社
大
学
四
年
次
生
)

人
権
行
事

、
一
打
八
U

テ
ー
マ
「
K
O
R
E
A
を
知
ろ
う
」

一
、
年
生
全
員

午
前
映
画
鯱
賞
「
C
0
」

午
後
体
験
学
習

①
ブ
ラ
イ
ン
ド
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
②
手
零
点
字

↓
万
一
二

九
月
十
口

本
校
で
年
生
行
事
、
ク
ラ
ブ
展
、
生
徒
会

十
寸
十
＼
一
一
一
S
b

中
学
校

体
育
祭

九
N

日

学
園
祭

九
村
十
六
日
、
一
十
七
円

靴
会
館
第
ホ
ー
ル
で
一
附
フ
エ
ス
テ
ィ

ル
と
年
生
行
事
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④
市
椅
子
⑤
介
助
犬
L
忌
犬
⑥
ハ
ン
グ
編

座

年
生
見
学
、
体
験
学
習

①
映
画
誓
「
G
0
」
と
荊
晋
京
都
の
人
椛

ゆ
か
り
の
地
を
山
ね
て
③
大
阪
K
O
R
E
A

T
O
W
N
の
訪
問
と
チ
ャ
ン
ゴ
演
奏
、
着
付
け
、

ン
グ
ル
講
座
④
立
命
儒
際
平
和
ミ
ユ
ー
ジ

ノア
ム
と
陪
審
法
廷
畢
⑤
衣
笠
授
産
所
で
の
共

同
作
業
体
験
⑥
沖
縄
事
里
習

、
月
十
一
 
H
S
十
五
日

読
書
週
問

収
穫
感
謝
礼
拝
と
施
設
訪
問

「
収
鷲
心
謝
祭
の
心
」山

下
一
鎚
(
醒
醐
教
会
牧
師
)

放
課
後
、
巣
物
を
も
っ
て
内
川
学
園
船
岡

寮
、
パ
ン
ダ
園
な
ど
六
施
設
を
訪
れ
た
。

Rノ

、
一
月
二
十
二
Π

創
立
記
念
礼
拝

「
強
大
喪
か
ら
弱
小
低
遅
△

^
寸
^
^
^
^
^
^
^
^
卿
^
、
父
^
^
^
^
^
^

ク
リ
ス
マ
ス
燭
火
礼
拝
十
一
"
二
十
日

一
咋
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
自
由
参
加
の
企
画

を
え
は
全
校
生
徒
を
回
に
分
け
て
チ
ャ
ペ

ル
で
終
業
式
の
貫
で
器
し
た
聖
歌
隊
、

ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ア
、
管
弦
楽
部
、
演
劇
部
、

ノ央
』
罷
生
徒
会
役
員
が
奉
仕
し
た
夕
刻
に

七
司
日

七
月
お
誕
生
日
会

午
前
中
は
園
児
に
教
員
た
ち
が
劇
や
合
奏
な

ど
の
出
し
物
を
行
い
、
午
後
は
誕
生
口
を
迎
え

た
園
児
と
父
母
、
教
、
が
昼
食
を
共
に
し
、
ケ

ー
キ
に
ロ
ウ
ソ
ク
を
灯
し
て
お
祝
い
を
し
た

(
毎
月
同
行
わ
れ
邑

七
月
日

子
ど
も
の
歌
発
表
会

年
長
組
ク
ラ
ス
こ
と
に
歌
を
父
母
に
聞
い

て
い
た
だ
き
、
親
子
で
L
夕
飾
り
を
製
作
し
た

年
中
組
は
七
月
四
H
、
年
少
組
は
ヒ
月
五
日
に

同
様
に
行
っ
た

お
泊
ま
り
保
育
七
月
卜
日
、

E

年
長
組
が
園
に
泊
ま
り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
や
花
火
を
し
、
楽
し
く
過
こ
し
た

七
月
十
五
日

懇
談
会
(
年
少
組
)

琵
琶
湖
キ
ャ
ン
ブ

L
月
卜
日

仟
長
組
が
比
良
の
キ
ャ
ン
プ
場
へ
出
掛
け
、

水
遊
ぴ
、
バ
ー
ベ
キ
ユ
ー
、
ス
ィ
カ
割
り
な
ど

を
楽
し
ん
だ

夏
期
保
育

月
Π
S
 
1

水
遊
ぴ
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
ヘ
イ
ン
テ
ィ
ン
ク
な

ど
を
し
て
過
こ
し
た

一
"

打
卜
九
口

同
十
日
S
一
卜
六
H

今
年
度
か
ら
邱
生
を
対
象
に
三
油
四
日
で

実
施
し
た
六
ト
ガ
人
が
参
加
し
、
沖
縄
戦
跡

な
ど
を
訪
ね
る
平
烈
f
習
と
向
然
体
熟
子
習
を

丁
つ
た

も
保
護
者
を
対
象
に
実
施
し
約
五
百
人
が
参
加

し
た
。ス

キ
ー
キ
ャ
ン
プ

十
一
月
十
口
S
一
卜
七
日

年
生
(
自
由
参
加
)

四
池
万
日
で
、
長
野
県
些
局
原
ノ
瀬
ス

キ
ー
場
へ
。
二
百
四
十
人
が
参
加
し
、
ス
キ

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
ん
だ

ー
.沖

縄
研
修
旅
行

幼
稚
園



同
窓
会

八
月
日

午
後
か
ら
卒
園
生
が
集
ま
り
、
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
、
お
や
つ
を
食
べ
て
過
こ
し
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り

八
月

匠

二
0
0
三
年
度
入
園
希
望
者
の
親
子
面
接
を

・
美
施
し
た
。

十
珂

十
月
五
Π

女
子
巾
高
校
内
で
、
同
窓
会
、
女
f
中
高
と

共
に
手
作
り
の
品
や
持
ち
寄
っ
た
品
を
販
売
し

ナ

親
子
倒
由
参
加
で
北
山
の
畑
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ

を
捌
っ
た

入
圓
説
明
会

九
月
七
日

二
0
0
三
年
度
の
入
園
説
明
を
h
つ
た

運
会

ノ
月

日

女
f
大
学
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
園
児
が
父
母

と
共
に
競
技
や
ダ
ン
ス
を
行
っ
た

入
園
考
査

一
一

遠
足
(
年
少
・
年
中
組
)
十
村
十
五
日

勧
修
寺
農
園
で
い
も
掘
り

L
季

十
判
ト
ハ
Π

年
長
細
か
栄
光
館
で
礼
拝
し
印
需
を
聞
い
た
。

遠
足
(
年
長
組
)

十
ヨ
一
十
＼
一
一

丹
波
自
然
八
南

親
子
親
睦
会

十
 
N
七
日

宝
ケ
池
イ
ど
も
の
楽
園
で
令
園
児
親
子
で
ゲ

ー
ム
を
楽
し
ん
だ

参
観
日

例
八
日
S
十
ハ
ロ

収
穫
感
謝
祭

十
月
卜
六
Π

園
児
た
ち
が
野
菜
や
果
物
を
持
ち
ょ
り
、
感

謝
の
礼
拝
を
行
っ
た
ま
た
十
円
十
二
Π

の
シ
チ
ユ
ー
の
日
仁
は
、
持
ち
よ
っ
た
野
菜
で

シ
チ
ユ
ー
を
作
り
全
園
児
で
食
べ
た

創
立
百
玉
周
年
記
念
会
十
月
十
日

新
島
会
館
で
全
馴
ル
と
父
母
と
共
に
礼
井

し
、
野
本
理
事
長
を
一
日
剛
長
に
迎
え
、
暫
岡

旧
邸
で
年
長
組
親
十
が
お
茶
会
を
し
た
ま
た
、

年
小
ノ
・
年
中
組
は
歌
や
劇
、
り
ズ
ム
介
奏
を
発

表
し
た

ク
リ
ス
マ
ス
会
食

十
月
ハ
日

今
園
児
で
ビ
ー
フ
シ
チ
ユ
ー
や
巣
物
を
食
べ

校
祖
墓
参

司j

全
剛
児
親
子
で
新
島
先
生
の
墓
前
で
礼
拝
し

ナ

ナ

木
'
 
W
 
(
二
0
0
二
年
十
例
一

日
発
行
)
に
誤
植
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

ぴ
し
て
訂
止
い
た
し
ま
す
。

(
訂
正
箇
所
)
五
四
頁
巾
段
一
 
0
行
同

趣
こ
九
八
八
年
」

(
止
)
三
九
九
八
年
」

O
o
m
王
m
l
》
刀
m
で
0
召

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
・
祝
会
十
 
H
十
日

新
烏
会
館
で
、
全
剛
児
と
父
母
と
共
に
礼
拝

を
し
、
ペ
ー
ジ
エ
ン
ト
、
歌
、
合
奏
な
ど
で
イ

エ
ス
様
の
お
誕
生
を
お
祝
い
し
た

十
・
・
・

お
詫
ぴ
と
J
正
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